様式第１号（第３条関係）　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日
こころ豊かな美しい丹波地域推進会議会長　様
	申請団体名

団体住所
	○○自治会
市　　町　　番地

	団体代表者
	職名　自治会長

氏名　○ ○  ○ ○　　　　　 
電話　XXXX　－　XX　－　XXXX


交流促進パワーアップ事業　助成金申請書
下記の事業について、助成金の交付を受けたいので関係書類を添えて申請します。
記
　　１  事業の区分　　　　　　　　ユース枠　・　一般枠　（いずれかに○印を記入してください。）
　２  事業の名称　　　　　　　　○○を活かした地域活性化事業
　　３  助成金の申請額　　　　　　　金　133,000　円
　　４  事業の着手又は着手予定日　　令和４年５月１日（令和４年４月１日以降）
　　５  事業の完了予定日　　　　　　令和５年３月５日（令和５年３月３１日まで）
　　６  申請団体の概要
	構成員
	120　名 (　　40　世帯)　
	設立年月日
	　○年　○月　○日

	通 常 の
活動内容
	自治会内の行事運営、環境整備、災害対応等


	通常活動の
実施区域
※該当する箇所一つに○印を記入してください。
	（　　　）１．丹波地域
（　　　）２．市　域（　　丹波篠山市　・　　丹波市　　）
（　　　）３．旧町域（　　旧　　　　　町）
（　　　）４．小学校区（　      　　　　小学校区）
（　○　）５．集落又は自治会〔集落又は自治会の名称：　○○自治会　 　〕
（　　　）６．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　）

	申請事業の
事務担当者
	住所　〒　　　－　　　
市  　町　　番地
氏名　　　○○　○○　　　　　　　　　　　　　　　　　 
電話　　　XXX－XX－XXXX
携帯　　　XXX―XXXX－XXXX
e-mail　　・・・・・・・・＠・・・


　　７　申請事業について（いずれかに○印を記入してください。）
　　　　（　　　）全く新しい取り組みである。【新規事業】
　　　　（　○　）既存の事業に新たな取り組みを加えた事業である。【拡大事業】
　　８　添付資料
（1） 事業計画書（別紙１）　（２）収支予算書（別紙２）　（３）申請団体の規約
 (別紙1)

事　業　計　画　書
１　事業の名称　　○○を活かした地域活性化事業

２　事業の対象区域（該当する箇所一つに○印を記入してください。)
　（　　）１．丹波地域

　（　　）２．市　　域（丹波篠山 ・ 丹波 市）
　（　　）３．旧 町 域（旧　　　　　町）
　（　　）４．小学校区（ 　　　小学校区）
　（ ○ ）５．集落又は自治会（集落又は自治会名　○○自治会　　）
　（　　）６．そ の 他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
３　事業の目的・趣旨
	　どのような地域課題があり、どのように解決を図っているのかなど、わかりやすく記載してください。

〔地域の現状〕

・以前の状況・・・集落には若者や子どもたちが多く、賑わっていた etc・・・

　・現　　　状・・・少子高齢化や若者の都会流出等による集落活性の沈滞している　etc･･･
〔地域の課題〕

・高齢者の生きがいの場の創出、子どもの居場所づくりが必要であるetc・・・
〔解決方法〕

・交流の場づくりや外部の人との関わりを通じて住民の生きがいを創出し、地域の活性化を図る

事業を行う。



４　事業内容

	具体的な事業内容を箇条書きしてください。新規事業→【新】、拡大事業→【拡】
・○○交流イベント（対象者：○○）（年○回実施）【新】

　都市部の住民を呼び、○○広場において○○や○○、○○を催し、都市部と○○地域の交流を図るイベントを開催する。
・○○体験（対象者：○○）（年○回実施）【新】

月○回程度、○○広場で外部住民を対象に○○体験を実施し、希望者は○○等で滞在できるようにする。ホームページに活動報告を掲載し、活動の様子や○○地域の魅力を外部に発信する。

・○○作成（マップ・リーフレット・特産品・手芸品　etc･･･）【拡】



５　協働の相手方（事業の実施にあたり、連携して取り組む団体を記入してください。）
　
	団体名称
	○○地区振興会
	ＮＰＯ法人○○
	

	構成人数
	○○名
	○○名
	

	活動区域

※上記2の対象区域に準

じて記入してください。
	○○市○地区
	丹波地域
	

	本事業における

役　割　分　担
	主な活動
	主な活動
	

	代表者
	職名
氏名
	会長

○○　○○
	理事長

○○　○○
	


６　事業スケジュール　（企画段階から事業終了（反省会等含む）まで時系列で記入してください。）
	月日
	場所
	参加人数

　　（人）
	実施内容

	５月１日

○月○日

○月○日

○月○日

○月○日

○月○日

○月○日

○月○日

○月○日

○月○日

　　～

○月○日

○月○日

○月○日

月○回程度

○月○日

○月○日

　　～

○月○日

○月○日

○月○日

３月５日
	○○公民館

　　〃

○○

○○市○○区公民館

○○公民館

○○直売所

○○フォーラム会場

○○まつり会場

○○広場

○○公民館

　　〃

○○広場

○○まつり会場
○○広場

○○区○広場

○○公民館

　　〃
	
	実行委員会の立ち上げ（企画・実施の検討）

総会（意見交換、役割分担）

NPO法人○○との協働会議

協働実施に向けた協議

チラシ作成

ホームページによるＰＲ

参加者募集（チラシ配布）

　　〃

　　〃

第１回○○交流イベント

実行委員会（反省会）

総会（事業報告）

○○体験＆ホームページによる活動報告

（外部住民を対象。希望者は滞在）

参加者募集＆活動報告

（チラシ配布とパネル展示）

第２回○○交流イベント

都市部での地域外交流＆農産物販売

実行委員会（反省＆次年度計画）

総会（事業報告及び次年度計画協議）


　
7　事業の効果
	事業を通して、どのような活動ノウハウが蓄積され、団体の活性化がどのように図られるのか、また、地域社会への波及効果等について、できる限り具体的に数値等により記載してください。
〔蓄積されるノウハウ〕

　・組織体制（実行委員会、部会、住民etc･･･）

　・情報発信（新たな分野での広報　etc･･･）

　・交流の手法（対象者の絞り込み、交流相手との関係づくり　etc･･･）

　・協働の手法（役割分担、組織化　etc･･･）

　・遊休農地・空き家の利用方法
〔団体の活性化及び地域社会への波及効果〕

・地域内世代間交流の活性化

　・都市住民との交流による地域内住民の意識向上

　・地域安全・防犯、環境保全への相乗効果

　・農作物販売による生きがいの創出、新たな作付け
〔今後の展開〕

　・近隣自治会との協働による事業の拡充

　・活動拠点を有効に活用していくための事業展開

　・都市住民との里山＆自然環境保全活動への展開

　・農作物のブランド化、農家民宿等の検討など活動を継続していくための資金調達方法

　・今年度事業を継続していくための方法



（別紙２）

収　支　予　算　書

１　収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       　  （単位：円）
	科目
	金額
	備考

	交流促進パワーアップ事業助成金（Ａ）
	133,000
	250千円（助成対象経費に対する助成率に応じた金額）を上限とします。

	自己資金
	264,000
	協賛金　　円、申請
団体の自己資金　　円

	他の助成金
	
	（助成金の名称：　　　　　　　　　　　　　　　　）

	小　計（Ｂ）
	
	

	合　計　額（Ａ）＋（Ｂ）
	397,000　　　　　　　　　
	→支出部の合計額(C+D)と同額になります。


２　支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         （単位：円）
	
	科　目
	金　額
	説明欄(金額根拠の記載欄)

	助成対象経費
	謝金
	20,000
	○○講師

	
	旅費
	2,000
	○○講師旅費

	
	需用費
	100,000
	ファイル　　@　　×　　個　　　円

ボールペン　@　　×　　個　　　円
マーカー　　＠　　×　　個　　　円

コピー用紙　＠　　×　　個　　　円

手指消毒液　＠　　×　　個　　　円

	
	印刷費
	50,000
	チラシ　＠　　×　　枚　　　　円
マップ　＠　　×　　枚　　　　円

リーフレット　＠　　×　　部　　　　円

	
	役務費
	5,000
	郵券　＠　　×　　枚

	
	保険料
	10,000
	○○保険（○人分）

	
	委託費
	50,000
	会場設営　＠　　×　回

	
	使用料
	30,000
	会議室　＠　　×　　回　　　　　円
○○リース料　　　　　円

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	小　　計（Ｃ）
	267,000
	助成対象経費（Ｃ）×助成率（2/3または1/2）以内が助成金申請額（Ａ）となります。

	助成対象外経費
	構成員旅費
	10,000
	○○協議、○○出張

	
	食料費
	15,000
	○○会議弁当、飲料

	
	需用費
	30,000
	記念品、○○仕入れ

	
	備　品
	50,000
	パソコン機器

	
	使用料
	25,000
	構成員草刈り機・軽トラック

	
	小　　計（Ｄ）
	130,000
	

	合　計　額（Ｃ）＋（Ｄ）
	397,000
	→収入の部の合計額(A+B)と同額になります。


· 金額根拠は、品名・金額（品目・単価×数量＝金額）を記入してください。
記　載　例








